
不忘山 ・B29墜 落事故に関する報告

(宮城県 横 川出身)

高 橋   昌  平
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2番 機

大若沢の頂上附近に正面から激

突 したところ残雪と瓦礫のなだ

れで残骸の殆んどが谷底に埋っ

てしまった。兵士を含め残骸の

回収は殆ん ど不可能なところで

ある。

(不忘山)

標高 1,705メー トル

3番 機

空沢上流 のぶ な平

に、ぶなの梢をプロ

ペラで切 りはらいな

がら林の上方に墜落

L′た。周辺の枝には

布切れや ビニル片が

多数ぶらさがってい

た。

(長老湖か ら不忘山を望む)
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民の頂上附近に正面から激

こところ残雪と瓦礫のなだ

黄骸の殆んどが谷底に埋つ

まつた。兵士を含め残骸の

は殆んど不可能なところで

(不忘出)

標高 1,795メー トル

1番 機

尾翼部分は焼けず

にそつくり残って

いた。横)||からも

尾翼が光つて見え

た。兵士一人が暫

らく生存 していた

らしく焼跡に落下

傘をかぶって凍死

していた。 こ こは
一面瓦礫の傾斜地

で、西風が強い吹

きさらしのところ

である。
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(長老湖か ら不忘山を望む)
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泌,

B29が 我が人生を決定づけた

1.東 京大空襲

沖縄が既にアメ リカ軍だ占領 されていた。その捕遥残

i浮
!タヤ

Ⅲヵ空軍基地から

1日 に数 10機 に及ぶ戦略爆撃機 (B29)カミ本上の主要都市への無差別空爆を行

うようになった。

昭和 20年 (1945年 )3月 9日 の夜半、 日本の首都である東京に大規模な空

爆が行われた。中でも木造家屋の多い墨日、江東、台東区を目標に大量の焼夷

弾が投下され、一夜にして 10万 人以上が死亡 したと推定 されている。戦略の

ね らいは爆弾による破壊ではなく、高度千メー トルの低空からの焼夷弾投下で

住宅街を焼きはらうとい う作戦であったように思われる。 この空襲によって市

街は壊滅的な焦土 と化 し、多 くの犠牲者が出た。あま りにも悲惨な情景は 日本

国民の戦意を喪失 させ、敗北的な精神動揺を与えるのに充分な戦火であった。
｀

2.B29が 不忘山に墜落

3月 9日 から 10日 未明に B29が 3機 横)|1上空に飛来 した。東京大空襲に参

戦 したと思われる 3機 が高度千メー トルのまま、岩手方面から帰途に向かって

いた と推測 されているが、その飛行進路に立ちはだかっている不忘山 (標高

1,705メ ー トル)の 頂上付近に激突墜落 したのである。その不忘山と墜落 した

位置関係を写真 と見取 り図に示 してある。

1番 機、 2番 機、 3番 機 と当 時から仮称名で呼ばれていた。

この墜落 したそれぞれの現場に行って直接 この 目で見てきたのでその状況を

記憶をたどりながら詳 しく報告する。

(か 力主ネー理瞬/キ と,1,擦杯十 1益か iずヵれ族 1坤デ詩洋挙、どと～ '卜諄/1台
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Fヮ 墜落したその夜の出来ごとな

その夜の深夜 0時 から1時 頃だつたと思 うが、突然大きな爆音が して 目が覚

めた。夜間にヒコーキの爆音など聞いたことがないので空襲だ と直感 した。布

団の中でガタガタ震えて通り過ぎるのを待つた。上空を通り過ぎ 10数 秒経っ

た時、突然爆音が消えた。さらに数縁後 2機 目の爆音もピタッと消えたのであ

る。

この夜は勢n九切紡斜彰桶登ダ↓義るかつた。 しかし、 "孔カミ5負いので前日に降

つた雪が強風によって舞い上り吹雪の夜であった。爆音は2回 しか聞いてない

ので2機 のヒコーキに何事かが起ったらしい、と震えながら想像するしかなか

った。

や 暫ゝく経ってから隣家の佐々木清治 穴 ′が我家に来て、父と何やら話して

いる。「どうやらヒコーキが不忘山に落ちたようだ !しかも山が火事のように

燃えているのが見える !」と荒げた声で話している。音が2回 したが2機 とも

落ちたんだろか、と父が問うたのに佐々木氏 は 「西風でよく聞こえなかった

が乙森山 (蛤山)の 方からも聞こえたような気がする。」などと二人は大きな

声であれや、これやと想像しながら一晩中話合っているのでこの夜は殆ど眠れ

ないまま朝を迎えた。

朝早くから村中の警防団員が走り廻つて何やら話合っている。雪山で火事と

はげせない 1とにかく火事の原因を確める必要がある、とのことで猟師、警防

団員、村の関係者 10数 名がそれを確めるため燃えていたと思われる山へ登る

ことになった。

3月 とはいえ雪深い出を登るのは容易ではないri検みはぃた猟師、警防団員

が先頭に立って雪路をつくりながら1番機目指して登ること約 3時 間、漸やく

現場近くに到達した。目の前にピカピカ光るヒコーキの尾翼部分が現われる。
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しか し、直 ぐには近づけないと判断、猟師 3名 が手分けして三方か ら垂直尾翼

をめがけて猟銃を発砲。 しか し反応が全 くないことを確認 して近寄ってみると、

ヒコーキの後部が焼けずにそっくり残っている。主翼を含む前方は焼け焦げて

木端微塵 となって広範囲に散 らばっていたとい う。不忘山の東斜面で吹きさら

しの最 も強い ところ、気温もマイナス 20度 以下と極寒の傾斜地で長居はとて

もできる状況ではなかったらしい。

夕方、B29の 残骸の一部を証拠として持ち帰り村中の人たちに報告された。

まるで戦争に勝利したかのような村中大騒ぎであったという。
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とである。警察関係者か ら、機体や残骸には近づかないよう注意 される。少 し

離れた位置か ら見ているだけであった。水平翼 と垂直尾翼、それに胴体の後方

部分が焼けずにそっくり残つているので飛行方向が推預Jできる。現場は瓦礫が

一面に広がるなだ らかな傾斜面でゴツゴツした川原のような所、機体の前の方

は強い衝撃でバラバラに壊われ焼けこげた残骸 となって広範囲に散 らばってい

る。

その中でも比較的平 らな焼けあとに真 白な落下傘の布が山と積まれていると

ころがある。 これを見た地元の人達がこれはなんだ !と ばか りにスコップで取

り除くと、毛布にくるまって うず くまった状態の兵士が現われた。軍服姿でカ

チカチに凍つて凍死 している。多分最後部に乗つていた兵士で墜落 したときは

生存 していたことを示 していたことになる。

警祭の指示で散 らばっている兵士を少 し離れた窪地に集められた。全部で 12

体あったと思 う。また、軍の関係者から焼けずに残つている印刷物や軍事に関

するものはすべて軍部側に渡すよう厳重に指示 されていた。 とにかく十個所に

とどまっているので寒 くて寒 くて長居のできる状況ではない。震えなが らにぎ

り飯を食べ我々外野の者達は 1時 間も経たない うちに下山したのである。

(参考)

この調査団に女性 として唯ひ とり参加 した氏家はるさん (私より3才 上)

は、我々外野の者達 と一緒に行動 し男まさりの女性であった。

しか し、墜落現場の焼けあとに落下傘の布をかぶつて うず くまっていた兵士

を見たとき、「ギャー !」 といって倒れそ うになったのを支えてやった記憶が

ある。兵士の顔はまるで生きているかのような、若者の顔であつたからだ。

もし、この時夏であったら多分、生きていただろうにと思ったものである。
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!行方向が推測できる。現場は瓦礫 が

′した川原のよ うな所、機俸の前の方

二残骸 となって広範囲に散 らばつてい

白な落下傘の布が出と積まれていると

れはなんだ !と ばか りにスコップで取

た状態の兵士が現われた。軍服姿でカ

部に乗つていた兵士で墜落 したときは

る。

しヽ離れた窪地に集められた。全部で 12

う焼けずに残つている印刷物や軍事に関

巨に指示 されていた。 とにかく十個所に

Dで きる状況ではない。震えなが らにぎ

&たない うちに下出したのである。

加 した氏家はるさん (私より3才 上)

1さりの女性であった。

卜の布をかぶって うず くまっていた兵士

レそ うになったのを支えてやった記憶が

)ような、若者の顔であったからだ。

一・ヽ払づ乙ムL/>Rっ たゃ)のである。
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(2番 機)

戦後、 1年 が過ぎた頃か らアメリカの進駐軍が四輪駆動のジープで頻繁に横

川にもくるようになった。そんな初夏の頃だつたと思 うが進駐軍の要請で 2番

機の墜落現場の調査が行なわれることになった。

宮城県警祭本部か ら七ヶ宿村役場を介 して消防団 (戦中は警防団)に その協

力要請があつたと聞く。消防団員 と地元関係者 20数 名からなる調査団が編成

さ
登|:薔||を出発、約3キロメートル!先きの 「ノ(!撃碧罫多誓給岳留をとった。 そ

のとき兵士が突然拳銃 を取 り出し、川原の石をめがけて 1発 撃つた。 どうして

発砲 したのかその真意は不明だ。興味本位で撃ったと思われる石の所に行って

見た。弾は少 し窪んだ所に当つたらしく弾丸がめ り込んで半分つぶれた状態で

止っていた。そのつぶれた弾丸を見て拳銃の威力を知ったのである。

人寸角か ら先きは細い出路 とな り1列 になって歩くヽ ことになる。暫 ら、行 く

と大若沢の沢へ出た。そこからは沢登 りとなる。先頭で登るのは地形をよく知

つている村人 と消防団員そ して兵士 と続 く。沢の水が少なく比較的容易に登れ

たが、現場に近づ くにつれて急峻で危険を伴 うような岩登 りとなる。暫 らく登

つてゆくと、 ヒコーキの破片があっちこっちに点在するようになった。 しか し、

沢のどこにも墜落現場 らしいところは見当らない。す り鉢状の底に当るところ

なので残骸 と大量の瓦礫の崩れで、まるで トラックが埋っているかのような状

況であった。消防団員か らここは最終現場である旨、説明があ り、実際に激突

した所は急な斜面の数 10メ ー トルも上方の岩場であるとい うことだ。 しか し、

その辺 りにも何一つ残骸 らしきものは確認できなかった。
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(私な りに推預Jしてみると)

激突 した場所は、冬には多量の雪が吹き溜るところで、 6月 になっても融け

ずに残 り、ちょうど山羊の形ちに見えるところ、その形の変化を見て村人は雪

融けの様子を知る手掛 りとなっている。

3月 10日 にはかな りの残雪があつた管、恐 らく激突によって集量の雪 と瓦

礫のなだれが発生 し、すべてが谷底に埋ってしまった、と考えられる。

昼食のとき、兵士がちょうど私の 目の前で腰を下ろした。 どこで見つけたの

か、焼夷弾を岩場に固定 し、腰の拳銃を抜いてその焼夷弾の中央部を撃つた。

簡単に撃ち抜いた。ナ ップザックから缶詰を取 り出し、撃ち抜いた穴のところ

にライターで火をつけ、その缶請を温め始めた。

やがて側面に付いている缶切 りを指で廻 しね じりきつて簡単に開けた。中は

仕切 られ、スパゲティが入つてお り、他の半分にはフォークと細長いノーセー

ジか菓子のようなもの 2～ 3個 とガムが入つている。 1缶 がひ とり分の昼食 と

い うことのようであった。腰の水筒の水を飲んでたばこに火をつけた。非常に

興味深 く観祭 させてもらった。兵士の朝か らの一部始終をと視 し、いろいろな

ことを学んだのである。

帰 りはもとの沢を下だつてなんとか無事に人寸角まで戻つた。

(3番 機)

1番 機 。2番 機は 3回 登つたが、 3番 機は 1回 しか行っていないので記憶が

さだかではない。特に印象に残つているところをまとめることにす る。不忘山

の西側で空沢の上流に当るぶな平はや ゝなだ らかな登 り斜面になっている、そ

の上方の少 し明るくひ らけたところが墜落現場だ。

終戦の翌年、 7月 頃だったと思 うが知 り合いの仲間達 と5人 で、初めてぶな

平の墜落現場に登つた。その現場に着いて最初に目についたのは、下方の原生
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林の、ぶなの大木の梢が、 4発 のプロペラで切 り取 られたらしく数 10メ ー ト

ルにわたって平らになっていたことである。

現場には機体の残骸が折 り重なるように散乱 していた。周 りの木の枝、高さ

数メー トルのところに布切れや ビエール、ジュラル ミンの破片などがあっちこ

っちの枝にぶ ら下がつている。当時の 3月 10日 ごろには残雪が 2メ ー トル以

上あったと思われる、そのため雪融け後に枝に引つかかつたものと考えられる。

林の中にはゴロゴロした大 ・小のモーター類や墜落の衝撃で破れた残骸が広

範囲に散乱 していた。

遺体は既に集めて埋められていたと聞く。携行品などのめぼ しい物は殆 ど無

くなってお り、何一つ持ち帰るものはなかったのである。

現地までは遠いので帰 りの時間を考え早 目に下出したので詳 しくは見届ける

ことはできなかった。

(付記)

後 日、残骸の解体 と運搬できる大きさに整理する作業を現地に泊 り込んで 3

人でやる仕事を 1週 間の予定で要請 されたが 「危ないからやめなさい」 との母

の反対で参力日しなかった。 もし、参加 していればかな り詳 しく報告できたと、

今にして思 うと残念であった。
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ジ, 特 筆したい思い出

(1)軍 司令部が回収した貴重品

墜落後から大掛 りな調査が何回も行われた。軍司令部の宿泊と休憩所に我家

が指定された、また県警祭本部の宿は二瓶勝夫様宅であった。軍の命で回収し

た貴重品のうち特に印象に残っているものを次に列記する。

品名 内容 と説明

拳銃 真新 しい皮のケースに入つていて、未使用 (弾は装填 されていな

かつた)と のこと。憲兵隊員が厳重に管理 し持ち帰つた。

双眼鏡 皮のケースに入つた真新 しいもの、軍の関係者が外へ持出し、こ

れで遠 くを見てみな !と声を掛けられた。長老湖の方をのぞいて

みた。約 1.5キ ロ先きのすすきの穂が風でゆれているのがはっ

きり見える。

や 大ゝきく重かつたが、遠くのものがこんなにも近くに見える

のには本 当に驚いた。

空撮カメラ 両サイ ドに取つ手が付いたカメラで両手で持つて上空から下界を

撮る専用カメラ、ズームもできる極めて高性能カメラとのこと。

これ も皮のカバンに納められていた。

賊布 や ゝ大きいサイズで中には ドル札 と日本のお札数枚が入 つてい

た、そ して 日本の女性の写真が 2～ 3枚 程入つている。多分、沖

縄の女性だろ うとのことであった。服装はワンピース姿であっ

た。

そのほかにも数点あったが具体的内容の確認がとれなかったので詳細に報告

できない。



ャ/汐,

(2)人 命の大切 さを学ぶ

仙台にある軍の研究所 (正式名 ・不明)か ら技術者 2名 が我家に投宿 し、警

防団員数名 と朝早 くか ら 1番 機に登 り選別 したものを運ばせた。その中でも特

に印象的な優れものを次に報告する。

〔救命ボ▼卜】

海に落ちた とき助かる方法 として救命ボー トがある。ちょうど背の う位の布

製バ ックにセ ッ トされていて着水すると自動的にエヤボンベ (ペッ トボ トル位)

から圧縮空気が送 られ数秒で一人乗 リボー トができ上がる。

付属用具 としては、風雨を防 ぐ上半身用カッパ、移動用の帆掛三角布、食料

の缶詰、飲料水、釣 り具一式、サメ撃退用赤色染粉、医薬品ケース、救助を求

める太陽光反射鏡 (赤十字を表わす反射鏡)な どが備えられている。

人命優先を考えるアメリカの用意周到のや り方に感服 した次第。

〔自動発信☆〕

万が一地上に降 りた とき、自動信号発生器により S・0・ Sの 信号を自動的

に発信す る仕組みになっている。電源 は手廻 し発電機 によ り、直流 (D,C)

350ボ ル トと 16ボ ル トの 2系 統の電圧を同一回転子にそれぞれ 2 種`のコイル

を巻いて両サイ ドの整流子から電気を誘導するとい う一般には想像 もつかない

極めて珍 らしい発電機である。発信部は壊われてないが発電機は無傷であった

ため、大いに電気実習に役に立ったのである。

酸 素ボンベ〕

墜落現場にはジュラルミン製の提灯のような丸いものがゴロゴロと幾つもこ

ろがつていた。後でわかったことだが、これは酸素ボンベであることが判つた。

通常は酸素を必要としないが、成層圏のような高い高度で飛行するときには必

ず必要となるものらしい。軍関係者の話によると。
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(例えば)

地上からの激 しい対空砲火を受けた時 とか、戦闘機などの追撃をかわす時な

ど、安全を確保するため急上昇 して成層圏 (1万 メー トル～ 1万 3千 メー トル)

へ上昇 し撃墜 され るのを防 ぐなど戦術的方法 としてアメ リカ空軍が行った方法

らしい。また、偵祭で空撮のとき等、安全を確保するため 1万 メー トル以上の

上空から下界を撮って偵祭を行なったとか、酸素を装備 していなポ審基 ヒコー

キ等は追撃す ることは不可能 とのことである。 この酸素ボンベの直径は約 40

センチもあ り圧力に耐えるため螺旋状の補護帯が施 されていて、軽量で丈夫な

装備 となっていた。

くその他付属装備〕

・冷房、暖房用装備

機内全体を冷房す るのではなく、配置 された任務の場所で各 自が扇風機によっ

て冷房を確保するようになっていたらしく、
t数

台の扇風機が回収 されている。

また暖房用にチ ョッキが使われた。成層圏飛行 とか寒冷地での暖房に、綿入れ

チ ョッキに断熱線 を縫い込んだもので各 自の任務席に備 えてあるコンセン トに

接続 して使用する。

・夜光腕時計

文字盤が夜光性のもの。時刻を知るだけでなく、 どこの地方の時間でも知るこ

とのできる時計 らしくや ゝ大きい腕時計であった。

。人名認証腕輪

銀製のクサ リと銀の文字盤からなる腕輪で登録記号 とナンバーで所属部隊や名

前などが判るようになっている。

※以上は実際に手に取つてみたものだが記憶がさだかでなく詳 しくはこれ以上

は記述できない。
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夕, 技 術力の高さに惚れて

①ネジの種類

ヒコーキに使われているネジは全てゃネジである (当時日本製品は章ネジ)。

回転や震動でネジがゆるむのを防ぐため、ネジの頭をかしめてある。かしめが

出来ない薄い金属板は、ネジの頭に穴の開いたネジを使用し針金を穴に通して

ネジ同志を結んでゆるむのを防ぐ方法である。

また、ネジをしめる時に使用するワッシャにもゆるみ止めとして、内側また

は外側にギザギザ模様のすべり止めを施してある。

当時としては非常に珍しかった。日本ではまだ使われていなかった時代であ

る。

②ボールベアリングの種類と構造

モーターや回転する装置の軸受けには必ずベア メングが使われる。用途によ

つてはボールベア リングのほか棒状ベア リングなど、さまざまな構造のものが

使用 されている。精密機器に使用 されているものや空気圧によつて高速回転 さ

せる時のベア リングとか興味は際限なく広がった。大きいものは最後尾の窓に

固定 し後方に向けられている機関砲台の回転軸受けに使用 されているのが直径

が 30セ ンチもある、小 さいものは直径が 5ミ リ位のものも数多 くある。大き

いものは処分 したが小型モーターなどに使われているものは大切にとってある。
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す, 焼夷弾

○焼夷弾の長 さ約 50セ ンチ、六角柱で径が 7～ 8セ ンチの筒状になっていて

中にはグリース状の ドロ ドロした油がガーゼに包まれた状態で入つている。

全体の重 さは約 3キ ロ。 この焼夷弾 19本 を束ねて 1セ ッ トにしてあ り、ヒ

コーキから投下すると 200～300メ ー トル降下したとき、中心にセ ン トして

ある爆薬が風圧によって自動的に破烈 し、19本 が空中でバラバラに飛散する。

同時に中に入つている、グリース状の油も勢いよくとび出し、それに火がつ

いた状態で落下する仕掛けになっている。

①昭和 21年 春、警防団員による実験が実家の近 くの日んぼで行われた。幸に

もその実験に立合 う機会を得た。広い田んぼの端に焼夷弾を 45度 角に固定

し、筒状の下方についている信管を金属の棒で強 くたたくと、破裂音 ととも

に中に入つている ドロ ドロの油に火がついた状態でとんでゆく。約 20メ ー

トルほど飛ぶ、火を消そ うと水をかけるが簡単には消えない。プツプツ音を

発 しながら30分 間は燃えている。

①この焼夷弾の構造を実際に見ることができた。筒の下方にセ ッ トされている

信管の部分は直径 2.5セ ンチ位のネジ込み式になっているのでこの信管部

分を左に廻 して取 りはずす ことができる。中には火薬が (小学生が使 う消 し

ゴム位の大きさ)51火 性の高いセルロイ ドのケースに粒状の火薬が詰められ

ている。その火薬 2個 が発火によってグリース状の油をとばす爆薬になって

いるのである。
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どa B29から学んだもの

○雪融けの 6月 、軍の命で残骸の解体 と運搬が始まった。横川の人達だけでな

く、近郷の人達も動員 されケッチャグラの沢にかかる橋のたもとまで運ばされ

た。

私 も 7月 頃に運搬に参加 した。運んだのは電動発電機、重量は 12～13キ ロ

あ り、下 り坂続きの悪路のため荷縄が肩に食い込んで大変であった。

集荷所には運ばれた残骸が既に出と積まれていた。その中に無傷の電動発電

機が 3台 程積まれていた。

①電動発電機

積まれていた電動発電機が欲 しくなった。それは我家にあったものは傷だ ら

けで解体不可能だったためで、どうしても分解 して中の構造が知 りたかつた。

翌 日集荷所まで行つて、どうにか手に入れることができた。早速分解 して中の

構造を調べる事ができ大いに参考になった6か くして電気に関して一
層興味が

湧き、もつと高い専門知識 を得たい と考え進学することを決意する。昭和 28

年高校を卒業の翌年、単独で上京 し、民間の三畳間を借 り自炊 しながら理系大

学に進み念願の電気工学士の資格を得て今 日に至っている。

(参考)

直流電圧を必要な電圧に変換する方法 として電動発電機がある。直流電圧でモ

ーターを回 し、同軸になっている直流発電機 を回転 させて必要な直流電圧を発

生 させる装置のことで 「モーターゼネ レーター」 とい う。

これに対 して交流電圧の場合は変圧器一台だけで必要な電圧が簡単に得 られる

のが特長だ。
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9,.私見                         ゝ
!

(1)3機 編隊飛行であった

                 キ Ⅲ      Ⅲ

(理由)

a.3機 が平行飛行 していること、それは 1番 機の垂直尾翼の方向と3番 機が

ぶなの木の梢えを4発 のプロペラで切 り進んだ方向がほ 一ゞ致 していること。

b.2番 機が最初に墜落、機 に 1番 機が墜落 したと考えられる。それは爆

音が最初左側から激 しい爆音で聞こえた。続いぞ襄初後低い爆音がこんどは右

側か ら聞こえたことによる。当夜は強い西風が吹いていたので音の強弱 と方角

によっても飛行経路の位置関係が明確だ。

c.爆 音を聞いた方向と、佐々木六rが 聞いたと言つている方角が一致してい

る点である。また3番機については爆音は乙森山 (蛤山)に さえ切られて正確

な位置関係はキャッチできなかった。

しかし、墜落現場の位置関係から見ても、3機 は平行飛行であつたと推源Jで

きる。

d.3機 とも同じ高 さのところで墜落 している点である。山の標高から推定す

ると、そのたかさはおよそ 1,500メー トル とな り、 3機 編成で飛行 していたと

推測できるのである。

(2)沖 縫務≧軍基地への帰還中の事故

(理由)

at 3機 とも弾薬 を積んでいなかった。焼夷弾は多少あったが、空爆に向 うほ
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どは積んでいなかつた。そのことから見ても、 目的を持った飛行ではなく東京

大空襲に参戦 した後の帰還中の事故であつたと考えられる。

b。 当時、東北地方にはかな りの残雪があり、当夜は特に吹雪であつたので空

爆の出来る条件ではなかった。従つて、 目標 とか 目的を持つて飛行 していたと

は考えにくいのである。

c.ア メリカ空軍の命令で東北地方を飛行するなら、山脈 (蔵王山 1,841メー

トル)の 地形から見ても、高度は 2,000メ ー トル以上で飛ぶよう指示 される筈。

100機 以上による東京大空襲 ・空爆が行なわれたにもかかわらず 3機 のみが 目

的もなく東北地方に飛来 したとは理解できない し、軍務の観点からみても正当

な飛行ではなかったのではないかと思わざるを得ない。

(3)高 度は 1,500メ ‐―トルか ?

(理由)

a.東 京大空襲時の高度は 1,000メー トルの低空飛行で空爆を行つたと一般に

報道 されていたが、墜落 した現場の高 さか ら推定すると空爆の高度 も約 1,500

メー トルであった と推定できる。 もし、東北方面経由で帰還する前提だとして

も 2,000メートル以下で飛行する筈がないからだ。恐らく空爆した時の高度そ

のままの高さでとんで来たための事故であると考えざるを得ない。

b.以 上の情報を総合すると、昭和 20年 3月 9日夜半の首都東京の空爆には、

沖縄以外の方面部隊からの参加隊員もあったと聞く。その混成された空爆隊で

当初の目標通 り、市街地を焦土化することに成功し、初期の任務を無事終えた、
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とい う安堵感 と参加隊員の労をねぎらう謝意の気持ちを表わす意味で東北方面

経由で帰ることの申し合わせにより、高度を変えずに北上 したため、飛行進路

に立ちはだかる不忘出に激突墜落 したものと推祭できる。     ″

以上

以上、B29の 墜落事故に関する報告 とします。

もう 70年 も前のことで記憶もさだかでなく、修正、削除などもあると思い

ますが少 しでも参考になればと、取 り急ぎ報告いた します。

軍二)づ327 二々8月 30日

平成 28年 2月 28 日  修正追力口。   _

孝がダ税 沖ノ汐渉ャ珍二透泌、


